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(
第
一
一
概

従
っ
て
『
時
労
働
本
位
制
』
を
採
用
せ
ん
古
企
て
た
。
此
の

制
度
の
下
に
於
て
は
、
物
の
出
国
値
は
一
定
能
率
の
労
働

時
聞
を
車
位
ご
し
て
測
定
せ
ら
る
ぺ
〈
、
貫
際
に
流
通

一
す
る
所

ω
通
貨
は
、
活
き
れ
た
仕
事
の
一
定
量
を
ば

一「ト
V

ツ
グ
』
ご
呼
ば
る
、
『
崎
労
働
車
位
』
を
以
っ
て
表
示

一
し
た
詮
券
若
〈
は
詮
明
か
ら
成
り
立
っ
て
居
化
。
併
し

乍
ら
此
の
積
の
計
査
そ
の
も
の
は
、
一
耽
曾
主
語
の
際
史

一
の
上
で
は
決
し
て
新
ら

L
い
い
も
の
で
な
〈
、
阪
に
百
年

左
に
掲
「
る
短
篇
位
、
近
著
の

F

、
巴
?
一

Z
E
E
-
3
に
載
す
る
所
の
口
〉

-
E
E雪
印
『
下
回

5
5
一
の
昔
に
於
て
ド
ロ
バ
ア
ト
・
オ
ク
イ
ン
に
よ
h
計
重
苦

2
5耳
目

o
Z
E
官。
σ-25
に
就
て
、
共
由
主
酬
を
紹
介
す
る
一
れ
た
勢
働
券

J

も
亦
、
同
一
の
趣
旨
に
出
た
も
の
で
あ

も

の

で

あ

る

。

一

る

。

露

図

に

於

て

は

一

九

一

九

年

及

び

一

九

二

O
年
に

一
於
て
「
崎
労
働
本
位
制
」
を
採
用
ぜ
ん
ざ
試
み
た
が
、
そ
れ

は
全
く
失
敗
に
終
っ
て
、
か
、
る
計
量
且
は
夙
に
中
止
さ

れ
て
居
た
。
け
れ
ど
も
新
か
る
考
へ
の
存
在
す
る
聞

は
、
在
来
の
通
貨
は
早
晩
破
棄
さ
る
べ
き
運
命
に
あ
る

も
の
ご
宥
倣
さ
れ
、

tR
の
債
値
は
急
逃
に
低
落
し
た
の

で
あ
る
が
ョ
併
し
共
産
嘗
路
者
に
ご
つ
て
は
、
通
貨
の

低
落
は
何
等
忠
ふ
べ
き
こ

Z
で
は
な
(
、
却
っ
て
答
時

の
遺
物
た
る
資
本
家
の
宮
ピ
勢
力
ご
を
絡
熔
せ
し
り
る

た
め
の
有
数
な
方
便
さ

L
て
、
寧
ろ
敵
抱
さ
れ
た
の
で

雑

錐

努
農
露
幽
に
於
け
る
幣
制
改
草
問
題

議

主君

労
農
露
固
に
於
け
る
幣
制

攻
革
問
題
(
一
)

谷

口

吉

彦

一
、
初
期
の
幣
制

「
箪
閥
共
産
時
代
」
に
於
け
る
努
農
政
府
の
幣
制
政
策

は
、
極
端
な
る
マ
ケ
F

ス
正
義
を
英
健
に
賞
行
せ
ん
ご

し
允
も
の
で
ゐ
っ
て
、
貨
幣
を
以
っ
て
、
資
本
家
が
搾

取
の
手
段
Z
し
て
周
ふ
る
最
も
神
秘
な
方
便
物
で
あ
る

さ
看
倣
し

τ居
た
。
勢
農
政
府
は
炉
、
る
理
論
的
見
地

に
基
い
て
、
先
づ
第
一
に
、
普
通
に
謂
ふ
所

ω貨
幣
k

会
C
巌
止
し
、
之
に
代
ふ
る
に
、
マ

Y

F
旦
優
位
設
に

第
十
九
巻

凹

) 
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事者話、向上博士著、置t合問題研究第二十七加には OwenGI.)努働努を掲載さ

れて居る。



あ
ち
。y

Iプ
戸
紙
幣
の
煩
値
は
、
此
の
時
代
を
遁
じ
て
、

極
め
て
込
蓮
に
低
落
L
っ
、
ゐ
つ
ロ
。
そ
れ
は
一
方
に

於
け
る
遁
貨
膨
脹
吉
、
他
方
に
於
け
る
物
資
餓
乏
Z
の

合
成
果
に
外
な
ら
ぬ
。
詳
言
せ
ば
、
第
一
に
、
不
生
産

的
な
図
有
産
業
主
委
員
制
度
仁
依
る
政
府
組
織
苫
の
た

め
に
闘
庫
の
負
強
を
増
大
せ
し
め
た
か
ら
、
般
A

ザ
在
来

の
通
貨
を
消
滅
サ
し
め
や
う
芭
す
る
考
が
無
く
ぜ
も
、

賞
際
に
於
て
通
貨
の
膨
践
を
話
回
れ
る
-
』
Z
は
出
来
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
共
産
主
義
を
植
付
け
ん
ご

す
る
計
量
の
た
め
に
・
総
て
の
生
産
物
は
減
少
し
、
且

つ
憾
で
の
私
的
取
引
が
禁
止
さ
れ
た
か
ら
、
交
換
媒
介

物
=
し
て
の
通
貨
に
謝
す
る
需
要
は
甚
に

L
〈
減
少

L

花
。
か
〈
て
通
貨
の
供
給
増
加
ピ
需
要
減
少
吉
が
同
時

に
起
っ
た
結
果
、

UFl
プ
Y
の
購
買
力
は
甚
に

L
く
低

下
し
、
そ
の
流
通
総
量
は
増
加
し
っ
、
ゐ
っ
た
に
拘
ら

歩
、
費
際
の
購
買
力
を
以
っ
て
表
し
た
綿
贋
額
は
-
急
速

に
減
少
し
っ
、
あ
っ
た
。
今
戸

1
プ
戸
紙
幣
の
流
通
高

吉
、
戦
前
の
須
佐
に
引
直
し
だ
総
償
額
ご
を
封
比
せ
し

む
る
時
は
、
略
々
左
表
の
如
〈
な
る
。

雑

録

努
農
協
閣
に
於
け
る
幣
制
改
革
問
題

-
九
一

λ
年
一
月
一
日

一
九
}
九
年
一
月
一
日

一
丸
ニ

O
年
一
月
一
日

一
九
二
一
年
一
月
一
日

ル
ー
ブ
ル
紙
同
即
時

流

担

高

(
百
司
同
町
υ

ニ
七

J
二-一

六
一

J
一
六
回

ニ
=
五
、

c
一
大

一
、
一
六
人
J
ハ
0
0

に同

一按上
、る職

二一慣前
回大六七。額慣
四王六七五値、、、、胃

=
、
新
経
済
政
策
Z
融市制

乱
肌
合
組
織
及
び
経
済
組
織
を
ば
、
共
産
的
原
理
の
上

仁
置
も
に
改
造
せ
ん
さ
す
る
露
闘
の
企
て
が
、
を
く
失

敗
に
終
っ
た
こ
ご
は
、
一
九
二
一
年
の
初
頭
に
至
っ
て

努
農
政
府
に
依
h
認
め
ら
れ
、
そ
れ
以
来
の
政
策
は
幾

真
せ
ら
れ
て
、
生
産
は
復
奮
せ
ら
れ
、
牧
入
の
新
資
源

が
作
ら
る
、
に
至
っ
た
。
勢
農
政
府
の
新
経
済
政
策
に

就

τ諭
す
る
ニ
芯
は
、
此
の
論
文
の
範
国
外
に
属
す
る

が
、
兎
も
角
線
て
の
組
織
は
、
外
観
上
資
本
主
義
組
織

Z
類
似
の
も
の
芭
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
共
産
的
原
理
は

術
ほ
支
持
さ
れ
て
居
て
、
重
要
な
色
事
業
は
政
府
の
管

理
に
麗
し
、

hr
、
る
事
業
を
通
じ
て
、
縛
ー
の
経
済
関

係
が
指
導
さ
る
、
ニ
吉
、
な
っ
て
居
る
。
而
し
て
財
政

方
面
に
於
り
る
新
経
済
政
策
の
重
要
な
る
特
徴
は
、
軍

第
十
九
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一
一
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一
ニ
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雑

捗
農
露
両
聞
に
於
け
る
帯
制
改
革
問
題

錯

国
共
産
時
代
に
会
〈
中
絶
吉
れ
て
居
た
所
の
濠
算
制
度

を
復
活
し
た
結
に
あ
る
。

借
て
比
の
如
き
新
経
済
政
策
を
採
用
す
る
に
営
つ
て

は
、
先
づ
第
一
に
墜
賃
な
る
通
貨
ご
信
用
方
便
の
復
活

苦
を
必
要
正
し
た
。
若
し
も
遁
貨
が
其
の
混
乱
し
た
炊

態
を
股
す
品
ニ
立
な
く
、
信
用
制
度
が
一
九
一
入
年
の

破
壊
さ
れ
た
賦
態
に
止
ま
る
な
ら
ば
、
生
産
及
び
取
引

を
回
復
し
私
的
企
業
を
復
活
せ
し
め
、
議
算
制
度
を
確

立
し
、
真
に
外
国
の
資
本
を
引
き
寄
せ
ん
吉
す
る
線
て

の
計
書
は
、
失
敗
に
錦
す
る
に
相
違
な
い
。
か
、
る
事

情
の
下
に
、
勢
農
政
府
は
蕊
に
通
貨
及
び
信
用
制
度
の

改
草
ご
い
ふ
困
難
な
問
題
に
直
商
せ

F
る
を
得
な
い
こ

己
、
、
な
っ
た
。

併
し
乍
ら
一
九
二
字
年
の
終
h
ま
で
は
、
此
の
方
面

に
閲
す
る
改
革
は
何
等
手
を
着
り
ら
れ
な
か
っ
た
。
商

工
業
は
、
急
速
に
増
愛
3
れ
た
通
貨
の
中
に
あ
っ
て
、

何
等
の
信
用
方
便
を
も
利
用
す
る
こ
ご
な
し
に
、
出
来

る
だ
り
の
事
を
す
る
よ
り
外
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

此
の
年
の
終
り
に
至
っ
て
、
経
済
活
動
の
本
質
的
要
素

に
閥
す
る
改
革
に
向
っ
て
、
重
要
な
第
一
歩
を
踏
み
山
山

第
十
九
巻

(
第
一
規
一
四
四
)

四
四

す
こ
吉
、
な
っ
た
。
一
九
二
一
年
十
月
十
一
日
の
布
告

に
依
る
閤
立
銀
行
の
設
立
是
で
あ
る
。
同
銀
行
令
第
一

僚
の
規
定
に
依
れ
ば
、
国
立
銀
行
は
信
用
機
関
Z
し
て

の
機
能
以
外
に
、
『
其
の
支
配
の
下
に
綿

τの
貨
幣
取
引

を
集
中
せ
し
め
、
且
つ
遁
貨
に
閥
す
る
正
規
の
制
度
を

再
建
せ
ん
ご
す
る
他
の
手
段
を
遂
行
す
る
こ
ご
を
も
要

求
せ
ら
れ
」
て
居
る
。
げ
れ
Y
』
も
開
業
嘗
初
の
国
立
銀

行
は
、
軍
に
普
通
の
銀
行
業
務
の
み
を
行
ひ
、
通
貨
の

改
革
は
熔
来
の
問
題
Z
し
て
延
期
さ
れ
て
居
た
が
、
ぞ

れ
が
質
際
に
着
手
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
一
年
後
の

こ
ご
で
あ
る
。

=
一
、
新
紙
幣
の
後
行

倍
て
勢
農
政
府
が
通
貨
の
改
善
に
閲
し
て
成
し
得
た

所
は
、

Y
1
プ
戸
債
値
の
極
端
な
下
落
を
惹
起
し
た
所

の
計
算
車
位
の
愛
夏
以
外
に
は
、
質
際
の
所
何
も
の
も

な
か
っ
た
。
計
算
単
位
の
盤
更
吉
は
、
所
謂
「
一
九
二
三

年
型
戸

1
プ

Y
』
の
採
用
で
あ
っ
て
、
新
紙
幣
一
留
に

軸
到
し
在
来
の
紙
幣
一
高
留
吉
定
め
ら
れ
花
。
此
の
品
虫
夏

は
、
車
に
計
算
及
び
印
刷
上
の
便
宜
を
計
っ
た
に
過
ぎ
・



な
い
も
の
で
、
後
行
よ
の
原
則
に
闘
す
る
援
夏
以
何
も

合
ま
れ
て
居
な
か
っ
た
。
ぞ
れ
故
に
新
紙
幣
も
亦
、
此

の
一
年
中
に
於
て
莫
大
な
る
殺
行
額
に
達
し
、
真
に
「
一

九
二
三
年
型

F
1プ
戸
」
を
新
た
に
後
行
す
る
こ
ご
に

依
っ

τ之
に
代
ら
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
芭
、
な
っ
た
。

二
十
=
一
年
型
一

Y
1プ
V

は
、
二
十
二
年
型
百
戸

1

プ
ル
げ
に
相
官
す
る
も
の
ご
せ
ら
れ
、
在
来
の
紙
幣
も
仰

は
遁
用
を
許
き
れ
た
の
で
あ
る
。
今
一
九
二
二
年
よ
り

一
一
一
二
年
に
亘
る
通
貨
膨
肢
の
獄
態
を
示
せ
ば
突
の
如
〈

h
u
e
e
o
o
 

同問問同問同問 問同 一一
九

月月年

年

月
十九 λ 七六五四三ニ

雑

Y
1
プ
ル
下
落
的
傾
向
は
、
商
業
の
復
活
E
之
に
伶

ふ
商
品
の
再
現
に
依
っ
て
‘
幾
分
其
の
惑
度
を
緩
和
し

た
け
れ
い
と
も
、
術
依
然
ご
し
て
急
速
に
進
行
し
っ
、
あ

る
。
其
結
果
ざ
し
て
事
業
家
は
、
計
算
の
基
硯
Z
な
る

べ
き
一
定
の
軍
位
な
し
に
、
事
業
を
傍
ま
ね
ば
な
ら
の
H

こ
己
、
な
っ
た
。
一
定
の
痢
低
軍
位
を
侠
〈
こ
正
の
如

何
に
不
便
な
る
か
は
、
園
立
銀
行
が
共
の
創
立
嘗
初
の

一
年
間
の
経
験
に
よ
っ
て
、
よ
〈
読
明
さ
れ
て
居
る
。

例
へ
ば
同
行
は
最
初
二
兆
サ

P
E
-
-
ト
ケ
ー
プ
U
F

の
資

一
九
九
回
、
五

二
大
二
C

J
一
本
金
を
以
っ
て
設
立
せ
ら
れ
、
古
う
し
て
す
・
?
?
!
ト

=
一
一
三
六
、
六
通
貨
を
四
単
位
古
し
て
其
の
業
務
を
行
っ
た
の
で
あ
る

四四
λ

三
七
が
、
若
し
も
同
行
が
其
の

Y
1プ
町
げ
を
額
面
通
h
ノ
に
取

大
C
七六、

o
扱
っ
て
来
た
な
ら
ば
、
英
の
資
本
金
h
資
産
も
会
〈
無

セ
O
E
・
五
債
依
ご
な
っ
て
了
っ
て
、
銀
行
は
直
も
に
閉
鎖
さ
れ
ね

九
O
=
一
二
、
四

.
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
損
失
を
防
「
た
め
に

一
二
四
五
大
」
ハ

一
五
一
九
一
弓
O
は
、
銀
行
は
‘

y
1
f
Z償
値
の
不
断
の
下
落
に
封
し

』
九
士
一
四
一
、
O
て
、
針
策
を
議
壱
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
悶
立
銀
行
の

月

ヘ-九二一一一/

耐
垣
市
-
年
型
百
高
一

〆
関
車
位
¥

一
七
五
一
一
九
二
一
一
一
肺

一
ニ
O
二
一
同
二
月

四
八
.
四
一
同
三
月

λ
-
J
一
一
同
四
月

一
二
七
、
九
一
同
五
月

二
一
一
=
一
、
六
一
同
六
月

一ニニ
0
.
五
一
同
七
月

四
七
回
、
λ

同

八

月

宍
九
六
二
一
同
九

H

丸
一
豆
、
七
一
同
十
月

都
豊
爵
嗣
阻
於
砂
る
幣
制
改
革
問
題

年

月

流
拍
高
{
同

月月月月月月月
録

一
九
二
二
年

寸

一

月

同
十
一
月

一
二
回
士
、
λ
一

一
五
八
四
J

一一

上
) 

第
十
九
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〔
第
ご
抗
〕
四
豆
)

]
四
五
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雑

録

持
農
路
闘
に
於
け
る
幣
制
改
革
問
題

割
引
及
び
貸
付
利
率
は
、
最
初
は
月
入
歩
か
ら
一
側
二

分
ご
定
め
ら
れ
て
活
た
が
、
俄
A
T
此

ω利
率
を
極
端
に

引
上
げ
た
Z
し
で
も
、
之
仁
依
っ
て
銀
行
の
損
失
を
有

放
に
防
止
す
る
こ
ご
は
不
可
揺
で
あ
っ
て
、
他
の
手
段

に
よ
っ
て
之
に
膝
骨
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
定
の
償
値
車
位
の
存
し
な
い
V

こ
ピ
は
、
叉
他
面
に

於
て
事
業
家
の
地
位
を
困
難
な
ら
し
む
る
こ
正
大
な
る

も
の
が
あ
っ
た
o

彼
等
は
事
業
年
度
の
終
り
に
於
て
、

儲
か
っ
て
居
る
か
損
し
て
居
る
か
を
知
る
こ

Z
3
へ、

殆
ん
ど
不
可
能
で
ゐ
っ
た
o

例
へ
ば
モ
旦
コ

1
織
物
合

資
曾
枇
の
如
き
は
、
共
の
損
盆
勘
定
を
ば
、
三
回
ま
で

も
異
な
る
方
法
で
決
算
し
ロ
が
、
三
者
共
に
各
々
異
な

る
結
果
に
到
達
し
、
最
後
に
専
門
の
曾
計
士
遣
に
依
帰

し
た
が
、
遂
に
判
然
た
る
結
果
を
知
る
こ
己
が
由
来
な

か
っ
た
程
で
あ
る
。

回
、
新
車
位
の
採
用

計
算
の
基
礎
E
な
る
べ
き
確
定
の
車
位
を
有
せ
古
る

ζ

ご
は
、
ま
た
政
府
の
預
算
編
成
上
及
び
途
行
上
仁

も
、
一
大
支
障
古
な
る
J

べ
き
こ
=
は
明
ら
か
で
あ
る
c

~ 
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此
の
如
き
不
便
を
救
済
せ
ん
た
め
に
案
出
さ
れ
た
企

τ

は
、
賀
際
の
逓
貨
同
慣
値
の
動
揺
に
開
係
な
く
岡
闇
値
を
表

示
し
得
る
所
の
、
一
定
の
理
論
的
単
位
を
採
用
す
る
方

法
で
あ
る

Q

此
の
理
論
的
軍
位
の
原
理
及
び
方
法
は
、

最
近
獅
逸
に
於
て
採
用
せ
ら
れ
た
金
マ
作
タ
制
度
の
そ

れ
吉
会
く
同
様
で
あ
る
。
郎
も
一
九
一
三
年
の
物
債
を

基
準
ご
す
る
指
数
に
よ
っ
て
、
現
在
の
物
債
を
分
類
し

て
各
々
の
係
数
を
算
出
L
、
之
に
依
っ
て
.
サ
タ
且

1

ト
戸

1
プ

Y
を
以
っ
て
表
苫
れ
た
現
在
の
債
値
士
ば
、

『
戦
前

y
lプ
Y
」
又
は
「
商
ロ
閉
ル
ー
プ
戸
」
芭
呼
ば
志
、

も
の
に
換
算
す
る
の
で
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
此
の
人
工
的

椋
準
の
揚
粘
は
、
共
れ
が
不
完
会
な
る
物
便
指
数
を
根

捺
正
す
る
紡
に
あ
っ
て
、
従
っ
て
そ
れ
は
問
中
に
極
め
て

大
ま
か
な
近
似
敷
を
示
す
に
止
ま
る
も
の
で
あ
る
。
殊

に
此
の
弱
織
は
、
露
闘
の
場
合
に
於
て
特
に
甚

rし
き

も
の
が
あ
る
o
t
言
ふ
の
は
露
闘
の
現
放
に
ゐ
つ
て
は
、

物
僚
の
相
違
が
軍
に
時
間
的
に
の
み
な
ら
宇
場
所
的
に

極
端
な
る
開
き
を
不
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
物
園
閣
の
相
違

が
場
所
的
に
甚
だ
し
い
の
は
、
蓮
験
機
関
の
不
備
及
び

共
の
結
果
た
る
地
方
的
市
場
の
狐
立
に
操
る
も
の
で
あ



4
Q

。僑
て
理
論
的
車
位
は
此
の
如
く
不
完
全
で
は
ゐ
る

が
、
併
し
之
に
優
る
他

ω標
準
が
接
見
Z
れ
な
い
以
上
、

政
府
の
珠
算
を
始
的
諸
々
の
計
算
に
於
て
康
〈
用
ひ
ら

れ
つ
、
ゐ
つ
花
。
併
し
乍
ら
其
の
見
れ
難
き
不
完
全
の

セ
め
に
、
通
貨
を
完
全
に
改
革
し
得
る
ま
で
の
問
、
一

時
的
の
慎
備
標
準
吉
し
て
、
何
か
他
の
解
決
方
訟
を
後

見
せ
ね
ば
な
ら
同
必
要
に
迫
ら
れ
て
居
化
。
此
の
解
決

方
法
Z
し
て
は
、
金
本
位
に
基
〈
或
る
異
質
の
車
位
を

採
用
す
る
に
如
〈
は
な
い
芭
考
へ
ら
れ
て
来
化
。
卸
も

サ
ク
エ

l
ト
紙
幣
吉
相
並
ん
で
、
先
換
券
の
原
理
に
撲

名
金
券
を
夜
行
し
て
、
市
場
に
於
て
主
(
の
異
質
の
贋
値

を
維
持
せ
し
め
ん
ま
す
る
も
の
で
あ
っ

τ、
こ
れ
が
印

も
国
立
銀
行
設
立
後
に
於
け
る
勢
農
政
府
の
幣
制
政
策

を
決
定
し
た
考
へ
に
外
な
ら
ぬ
o

サ
ク
エ

I
ト

Y
l
ァ

y
z相
並
ん
で
或
積
の
銀
行
券

を
流
通
せ
し
め
ん
Z
す
る
考
へ
は
、
阪
に
一
九
二
一
年

岡
立
銀
行
設
立
の
蛍
時
に
始
ま
っ
た
も
り
で
ゐ
る
。
此

の
銀
行
券
は
、
金
本
位
に
採
る
も
の
で
あ
っ
て
、
困
問
値

低
落
に
劃
し
て
は
有
数
に
保
誇
せ
ら
れ

τ居
る
か
ら
、

雑
録
務
農
露
同
に
於
け
る
幣
制
改
草
間
出

結
局
は
新
貨
幣
制
度
の
基
礎
ご
な
る
ぺ
き
も
の
で
ゐ

る
。
露
闘
が
其
の
改
造
の
初
期
に
於
け
る
困
難
砂
乗
り

切
る
た
め
に
は
、
或
措
帽
の
過
渡
的
軍
位
を
必
要
吉
す
る

こ
芭
は
明
か
で
あ
る
o
何
百
な
れ
ば
、
此
園
の
一
般
的

欺
態
に
あ
っ
て
は
、
革
命
総
了
後
の
偽
固
に
於
け
る
場

合
の
如
〈
、
市
場
が
お
の
づ
か
ら
金
属
貨
幣
に
移
h
行

(
こ
ご
も
不
可
能
で
あ

h
、
ぞ
れ
か
古
い
っ
て
Y

1
プ

y
紙
幣
の
債
偵
を
固
定
し
其
の
下
落
を
防
「
ニ
芭
も
出

来
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
何
れ
の
場
合
た
る
を
問
は

子
、
貨
幣
の
改
革
は
ニ
つ
の
方
法
の
中
何
れ
か
に
様
ら

ね
ば
な
ら
泊
。
一
は
特
殊
の
銀
行
券
e

佐
賀
際
に
洗
遁
せ

し
む
る
も
の
で
あ
h
、
他
は
戸

1
プ

y
t
の
相
場
を
示

し
且
つ
金
平
岡
恨
含
有
す
る
「
銀
行
軍
位
』
を
創
造
す
る
方

法
で
あ
る
o

か
〈
て
一
方
じ
於
て
は
Y

1
プ

Y
紙
幣
Z

外
国
抱
負
己
の
聞
に
橋
渡
し
を
な
す
芭
共
仁
、
他
方
に

於
て
は
究
仁
来
る
4
h
u
改
草
の
準
備
を
な
す
に
あ
る
0

3
う
し
て
今
労
農
政
府
は
、
前
の
方
法
を
採
用
せ
ん
Z

決
心
し
た
の
で
あ
る
。
(
未
完
)
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